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掌蹠膿疱症を合併した胸鎖肋骨肥厚症による難治性前胸部痛に対する
疼痛管理の経験

岩崎 寛、並木昭義、高橋俊彦、太田孝一、塚本哲夫、高
橋長雄



患者：４３歳，男性．

主訴：前胸壁癌痛・腫脹，右肩甲部痛．

既往歴：急性虫垂炎（１５歳時)．

家族歴：特記すべきことはない．

現病歴：昭和５８年１１月，特に誘因なく前胸部

全体の癌痛を自覚し，同時に両側手掌に膿庖状の

皮疹が出現した．１～２カ月で膿庖疹は手掌ばか

りでなく，両側足脈にも多数密生するようになっ

た．また，右肩甲部痛も自覚し，前胸部痛はその

程度を増し，呼吸運動や軽い労作時の象ならず安

静時にも出現し，夜漬睡眠をも妨げるほどであっ

た．近医にて肋間神経痛との診断で鎮痛薬を主と

する内服治療を受けていたが，症状の軽快を認め

なかった．前胸部痛の増悪とともに両側手掌，足

脈の膿庖疹も悪化し，皮層以外の爪の変形をも認

めるようになった．昭和５９年１月，皮層科にて

両側手掌，足航の膿庖疹は掌脈膿庖症(PPP)と診
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要旨

掌賑膿庖症を合併した胸鎖肋骨肥厚症による難治性前胸部痛を呈した１症例の

治療経過を報告した．本症例は４３歳の男性で，馬桃摘出術により掌暁膿庖症は

約６カ月後にほぼ消失したが，胸鎖肋骨肥厚症による前胸部痛は数年にわたり持

続し，各種の鎮痛薬は無効でペインクリニック科受診となった．前胸部痛に対し

て，持続硬膜外ブロックおよび圧痛著明な胸鎖肋関節部への局所ブロックにて癌

痛の緩和を得ることができた．胸骨，胸肋鎖骨部および前胸壁のi底痛，腫脹を伴

い，ｘ線写真上で同部位の特異な骨化像を呈する胸鎖肋骨肥厚症を報告するとと

もに，その癌痛管理について言及した．

（ペインクリニック８：371-374,1987）

索引用語：掌蹄膿庖症，胸鎖肋骨肥厚症，神経ブロック

Ｉ胸骨，胸肋鎖骨部および前胸壁の姪痛，腫脹を

伴い，Ｘ線写真上で胸肋鎖骨部を中心に特異な異

常骨化像を呈する疾患は，掌航膿庖症（pustulosis

palmarisetplantaris；以下ＰＰＰと略す）を高率
に合併し，胸鎖肋骨肥厚症D，胸肋鎖関節炎2)，

Sterno-Kosto-KlavikuldreHyperostose(SＫＫＨ)3）

などの名称で報告されている．

‐この疾患は，整形外科領域で最近注目され，そ

の報告は増加しているがペインクリニック領域で

の報告は見当らない．

今回，著者らは，前胸部および肩甲部の難治性

頑痛を主訴とするＰＰＰ合併の胸鎖助骨肥厚症の

癌痛管理を経験したので文献的考察を加えて報告

する．
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